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令和５年度  東北地域づくり講演会

河北新報社常務取締役
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参加申し込みは、裏面をご覧ください。

東日本大震災からの再生と、
巨大災害への備え

東日本大震災からの再生と、
巨大災害への備え

「再生へ心ひとつに
     －被災地の新聞社」

今野 俊宏 氏　

［ 主催 ］  一般社団法人東北地域づくり協会、河北新報社
［ 後援 ］  国土交通省東北地方整備局、一般社団法人東北経済連合会、一般社団法人東北建設業協会連合会、

公益社団法人土木学会東北支部、一般社団法人日本建設業連合会東北支部、
一般社団法人建設コンサルタンツ協会東北支部、一般社団法人日本建設機械施工協会東北支部、
一般社団法人東北測量設計協会、一般財団法人みちのく創生支援機構、
一般財団法人3.11伝承ロード推進機構、一般社団法人東北建設マネジメント技術協会、
日刊建設工業新聞社、日刊建設通信新聞社、建設新聞社

　東日本大震災から12年が経過し、被災地の河川・道路・まち
づくりなどの復興インフラの整備は福島県を除いてほぼ完了しま
したが、産業、観光などの生業の復興は進行中であり、「被災地の
再生」は未だ途上にあります。　
　一方、全国では、首都直下地震、南海トラフ地震、日本海溝沿い
の地震など巨大地震の発生が想定されており、「巨大災害への備
え」が喫緊の課題となっています。
 　当講演会は「東日本大震災からの再生と、巨大災害への備え」
をテーマとし、東日本大震災を振り返り、その教訓を再確認すると
ともに、今後想定される大規模災害への備えを学び、自分ごと化
することにより、防災力の向上を図ることを目的としています。

※本講演会は、土木学会CPD（継続学習）認定プログラムです。【2.0 単位】

東京大学名誉教授
一般社団法人防災教育普及協会会長

「迫る巨大災害への備え」

平田  直 氏　

▲石巻地区かわまちづくり※

※東北地方整備局提供

▲三陸沿岸道路の避難階段を利用した防災訓練※▲気仙沼市の復興と気仙沼横断橋（2020年10月）

賑わい再 生

日時
2023年12月5日（火）
13:30～15:50（受付は12:30～）

日立システムズホール仙台
(仙台市青年文化センター)シアターホール
〒981-0904 仙台市青葉区旭ヶ丘3-27-5 
市営地下鉄南北線「旭ヶ丘駅」下車、徒歩3分

会場
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※本講演会は、土木学会CPD（継続学習）認定プログラムです。【2.0 単位】

　1960年生まれ、仙台市出身。早稲田大学法学部卒。
1983 年河北新報社入社。報道部、支局などの勤務を経て、
2007 年気仙沼総局長、2010 年河北新報メディアセンター
長、2012年報道部長、2016年編集局次長、2017年編集局
長、2020年取締役編集局長、2021年取締役論説編集・防
災教育担当、2023年 3月から常務取締役事業担当。
東日本大震災の報道に直後から関わる。

　1954年、東京生まれ。東京大学理学部・理学系研究科修
士課程修了。理学博士（東京大学大学院）。
東京大学地震研究所教授、同所長、国立研究開発法人防災
科学技術研究所参与・首都圏レジリエンス研究センター長
を経て、東京大学名誉教授。専門は地震学・地震防災。
首都直下地震や南海トラフ地震などの研究を行う。地震調査
研究推進本部・地震調査委員長、気象庁・南海トラフ地震
に関する評価検討会長等を務める。
著書：「首都直下地震」（岩波書店）他

河北新報社常務取締役 今野 俊宏 氏　 東京大学名誉教授
一般社団法人防災教育普及協会会長 平田  直 氏　

■ 定　　員 ：
■ 締　　切 ：
■ 申し込み ：

500名、定員になり次第、締め切ります。
令和５年１１月２0日（月）
東北地域づくり協会ホームページ内専用ページより

参加無料

一般社団法人東北地域づくり協会　地域事業部　
〒980-0871 宮城県仙台市青葉区八幡一丁目4-16　TEL 022-268-4711 
メールアドレス／michinoku@kyokai.or.jp

https://www.tohokuck.jp/contents/lecture/r5
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「再生へ心ひとつに －被災地の新聞社」

「迫る巨大災害への備え」

【 開　会 】

【 講演1 】

【 講演2 】

13：30

【 閉　会 】15：50

13：35

14：50

【 休　憩 】　（15分間）14：35


